
令和３年 ７月号 

発行：宮崎県楠の会 ＮＰＯ法人ＫＨＪ全国ひきこもり家族会連合会 

 

■2021年７月１８日(日)  １３時半～１６時                      

   《会 場》  宮崎市民プラザ ４階  学習室  

   《参加費》 無 料                    

   ●お問い合わせ先  宮崎県楠の会事務局  090-9603-8780 

コロナの状況により、中止になることがあ

ります。心配な場合は、ホームページで確

かめるか、事務局までお問い合わせの上、

ご参加ください。 

    ひきこもり 

      つながる・かんがえる 
  ～2021年 対話交流会 Inみやざき～ 
 

     ファシリテーター :   下り藤 眞里 さん 

  対話の力で、何かの変化を起こす種を育む  
「つな・かん」は、地域で新しいつながりの場を、どう生み出し、どう継続していくかを考える場です。

偏見や排除のない多様な生き方、これからの社会のあり方を語り合う場です。立場を超えた対等な

関係で、参加者同士が知り合い、考えや思いを分かち合える場です。「つな・かん」は、対話を通し

て、新しいアイディアに共鳴した人同士がつながりを育み、アクションを模索していきます。 

   

        ●参加者 : ひきこもる本人、経験者、家族、支援者、関心のある一般の方等 

                             (コロナ対策をしておこしください!!) 

対話の種を 

           まこう !! 
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    【６月の例会の報告】  6月20日(日)１３時半～16時 
 

    「大人の発達障害とひきこもりについて」 

            講師 : 辛島 育代 さん 

   

    辛島 育代さん 一般社団法人 みやざき子どもサポートリンク代表   

 

本日は、「大人の発達障がいとひきこもりについて」と題して、辛島育代さんに講演をし   

ていただきました。 

まず、はじめに自己紹介から。ご家族は、夫、長男、長女、次男。次男さんに発達障がいが 

あり、自身の子育てを通じて発達特性のある子ども達の魅力と可能性に気付かされたとの

こと。そして、発達障がいのある人たちの生きづらさを支援するため、市民活動として、2011

年からスマイルクラブ、2018年から一般社団法人みやざき子どもサポートリンクを開始。現

在、宮崎大学障がい学生支援室に勤務されている。 
 

 発達障がいの困難感を疑似体験 

☆ 発達障がいという言葉をよく聞くようになったが、実際どういう生きずらさ があるのかを  

   疑似体験。 

    ・講師から、縦13行、横13行、すべてひらがな文字の用紙を手渡された。 

      そして、一人ひとり順番に読むことになった。 

      縦に読み始めたが、みなさん脈絡のない、かすれ気味の小さなひらがなに、 悪戦苦  

     闘。途中一人の人が横に読まれたが、ほかは全員縦読み。全く意味明。 

     ・目の前のひらがなを一生懸命読むだけで、意味は解らないし、見づらいし、 どこから  

     読み始め、どこで終わるのか予測もつかないし、この用紙が、二倍にも三倍にもなった  

     ら、うんざりするだろうと思う。 

      講師から、横に読んでいけば、脈絡のある文章になっているとのことを知らされる。 

    ・講師の息子さんが、小学生の頃板書ができない、書き取りをさせると遅い、 一生懸命 

     してもわからない。今回、私たちが縦読みで、脈絡のない文章にとまどったのも同じこ 

     とだったことがわかる。 

    ・それが、毎日、毎時間繰り返されたら・・・。「早くしなさい」「みんなは出来てますよ」。 

     頑張っても頑張っても解決しない、頑張っても頑張ってもうまくならない。自信喪    

     失・・・、自己肯定感の低下・・・へとつながっていくことになるでしょう。 
 

☆ 私たちが、何気なく日常生活でこなしていることが、発達障がいの人  

  にとっては、とても困難なことだったりする。にもかかわらず、私たちは、 

  相手を傷つけていることも知らずに、早くしてよと強要したり、怒ったり 

  している。 

   相手の立場に立って、まずは理解を深めることの大切さを、今回の疑 

  似体験を通して痛感しました。 
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★都城支部だより 
   

 ■令和３年7月の「都城例会」 
   《日時》 7月13日(火)  

        13時30分～15時30分 
   

  《会場》 都城市社会福祉協議会 

 

 申込み・詳細は堀江さん 090-4581-5152 

宮崎県ひきこもり地域支援センター

（宮崎県総合保健センター４階精神保健福祉センター内）     

  〒880-0032 宮崎市霧島１丁目１－２ 

 専門の相談員が常駐し、親身になって相談に応じ

てくれます。楠の会会員も多数相談に訪れていま

す。みなさんも、一度足を運んで見られてはいかが

でしょうか。 

■電話相談   

  ０９８５－２７－８１３３ 

  ０９８５－４４－２４１１ 

   ※受付時間 ８：３０～１７：００ 

■来所相談 電話相談の後、予約して来所。 

■訪問支援 本人の状況や気持ちに合わせます。 

■家族教室開催 各地保健所 

一度登録すれば、親に何かあった時、必ず相

談に乗ってもらえます。勇気を出して相談に

行きましょう。秘密は厳守されます。 

ＫＨＪ宮崎県楠の会・居場所のお知らせ 
  

 宮崎県楠の会では居場所を開設しています。  

    皆さんの参加お待ちしてます。 

  

◆対 象 ひきこもり、ニート、発達障害、   

     精神障害等生きづらさを感じている  

     当事者、経験者のみなさん。 

 

◆日 時         ｐｍ２時～５時  

 

◆会 場 南宮崎駅前アーケード内  

     レインボー教室内 

    (宮崎市大淀4丁目5-25) 

◆担当者 下り藤
さがりふじ

さん  

         電話 090-5385-7651 

 7月17日(土) 

★日南支部だより 
   

 ■令和３年7月の「日南例会」は 
    《日時》 7月17日(土)  

         13時30分～15時30分 

     《会場》 まなび ピア (木山２丁目)  

       申し込み・詳細は田中さんまで・・・。 

            電話 090-5949-8843 

★小林市の親の会 
   

 ■令和３年７月の例会は 
    《日時》 ７月１1日(日)  

         13時30分～15時30分 

     《会場》小林市福祉センター別館    

       問い合わせ 小林市社協 大学さん 

            電話 0984-23-3466 



以下、資料から抜粋 
 

困難感の正体からひも解く発達特性 

   ・なぜ、理解されにくいのか。表出しているのは一部分かも？ 

   ・よみごえを嫌がる・・・氷山の下には、文字が歪んで見えるから気持ち悪い、 声が出な  

    い、読んだ時に笑われたことがある、漢字がわからない、恥ずかしい、どもりが出てしまう 

    から辛い、などが隠れていることがある。 

 ☆ まずは理解してほしい 

   ・何に困っているのか 

   ・何がつらいのか(思いもよらないことも：におい、光)・・・運動会の強い「日差し」、ワーワー 

   という「騒音」が苦手 

   ・怖いこともある(表情や視線) 

  ・言葉で表出できないこともある 

 ☆ 気になる姿、困り感、生き辛さの正体は？ 

   ・発達障がい≠問題行動  発達障がい≠気になる姿 

  ・発達凸凹(本来持っている素因) ＋ 環境の不一致(環境的要因) ＝ 気になる姿、困り感、 

   生き辛さ 

  ・環境と関わりの一致が大切 

本人の悩みから   ―なぜ発達障がいは理解されにくいのか― 

 ☆ 対人関係・コミュニケーションが苦手 

・あがり症、人見知り、対人恐怖、人と目を合わせられない、話題がない、あいまいな表現 

 が苦手、緊張、混乱する、話し出すと止まらない 

  ☆ 自分についての悩み 

・頑固で融通が利かない、生真面目、プライドが高い、こだわりが強い、 気分のむらがあ   

 る、自信がない、充実感に乏しい 

  ☆ 自分の行動についての悩み 

・勘違いが多い、不注意ミスが多い、約束が実行できない、仕事に飽きる、 整理整頓が  

 苦手、読み書き・計算ができない、聞き間違いが多い 

  ☆ 体調・感覚過敏・不安感・怒り 

・音が苦手、声に敏感、臭い・光に過敏、自信がない、心が折れる、切れやすい、ネガティ 

 ブ、不安感・緊張感が強い 

  ☆ 体調・二次的症状 

・うつ、パニック、眠り足りない、朝起きれない、 

 ゲームなどへ依存的、いじめ経験などフラッシュ 

 バック 

  ☆ 気付くことの難しさ・受容することの難しさ 

① さまざまな種類・スペクトラム 

② 特性？個性？ 

③ 年齢、場面、発達段階によって状況が変わる 

④ 医療機関によっても見立てが変わる 

⑤ 二次障がいで気付かれることが多い 
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  ☆ 自己肯定感を高める 

① 肯定的に認める・ほめる 

② できている事の事実評価、プラスのフィードバック 

③「ありがとう」と言われる体験 

④ 笑顔をもらう体験 

⑤ 愛されている、大切にされている実感 

⑥ マイナス思考をプラス思考に(ハードルを下げる) 

⑦ スモールステップによる成功体験 

 

支援する際に心掛けている事 

① 複数回の声掛けよりも可視化 

② スモールステップで達成をサポート 

③ 冷静な一貫性 

 ※ 振り出しに戻ることも多い。しかし、成功したことはなくならない。 

 ※ 別人格なので、受け取り方も様々。自分の思い込みを押し付けないようにしている。 

    ※ 一番ダメージが大きいのは、無理解で熱心な人。 

        「 理解できないのならば、支援なぞしないでほしい。 

          必要なのは応援してくれる理解者。サポート付き試行錯誤の経験」 

                   (児童精神科医 佐々木正美先生の言葉) 

  おわりに 

   ☆ 最後に、質問タイムを取っていただきました。 

       活発な質問、意見が出されましたが、特に、最近、マスコミ等でも「発達障がい」の 

     話題が多く取り上げられることもあって、関心の高さとともに、 障がい者の方々が増え 

     ていることに対する関連質問が多く出されました。 

  講師からは、その都度、丁寧な回答をいただきましたが、後日、詳細なデータなどもい 

  ただいております。 

   

  【 いただいた資料の主なもの】 

  ＊通常学級に発達障がいが疑われる児童が６．５％と紹介した内容の根拠資料 

  ＊発達障がい児童が増えていると紹介した根拠資料 

  ＊発達障がい者が人口の８％と紹介した根拠資料 

  ＊乳幼児健診により発達障がいが疑われた児童の割合 

    ・１歳６か月検診：１４．２％  ・３歳児検診：８．２％ 

【年会費納入のお願い】 

宮崎県楠の会は、会員の皆様の会費で運営しています。  

年会費の納入をよろしくお願いいたします。 

 ◆会費納入先 

     一家庭3,000円以上 (年会費)   

  【郵便振替】 

  ０１７５０－６－１０００９５      

       宮崎県「楠の会」 



 相談、家庭訪問 
 ◆相談電話《無料》  
 面談の方はあらかじめ植田までご予約ください。 

    ※緊急の場合はいつでもご相談ください。 

 ◆家庭訪問《有料》（アウトリーチ）を行っています。  

   ご家族としっかり面談を重ねながら行います。 

   希望者は、お電話をください。    

ニュース会員約110名 

援助会員約80名 

ホームページは 

宮崎県「楠の会」で  

KHJ全国家族会「みやざき楠の会」 

〒880-0944 

宮崎市江南４丁目９-９ 植田方 

電話   090-9603-8780(植田) 

ひきこもりの子を持つ親の会 

発行：宮崎県楠の会 

検索 

ク
リ
ッ
ク 

◆「宮崎県楠の会」若者就労支援  (賃金あり)          

 ・イオンアイカルチャーの清掃 

 ・郵送作業 

 ・宮崎市の公園清掃 
       090-9573-7199 担当 佐川さん 

イオン清掃 

イオン清掃 

郵送作業をお手伝い

いただける方を 

募集中です。 

１０時から宮崎市民

プラザ３階です。 

公園清掃 

   

 郵送作業 

  日程!! 

 7/30(金) 
 10時～12時 

公園清掃 

日 月 火 水 木 金 土 

   
 

 1 2 
 

 

3 
宮崎県 

「国分祭」 

 開会式 

4 5 
 

6 
 

7 
 

8 9 10 

11 
小林市例会 

     

 

12 
 

13 14 15 
 

16 17 
 

 

18 19 
 

20 
 

21 22 
海の日 
 

23 
スポーツの日 

オリンピッ

ク 開会式 

24 
 

25 
 

26 
 

 

27 28  
 

  

 

 

コロナには気を付けて 

お過ごしください。 

「丑吉」より 

公園清掃 

公園清掃 

公園清掃 

日南例会 

宮崎例会 

宮崎居場所 
都城例会 

公園清掃 公園清掃 

公園清掃 郵送作業 

 きをつけ
てね! 

30 31 29 

郵送作業 


